＜ご参考＞熊本でのボランティア概要について
8月7日現在、益城町総合体育館には500名以上の方が避難されています。また、農家を中心とした軒下避難が数百戸あるといわれています。さらに農家では生活再建が優先され、イチゴやトマトなどの棚も被災したままになっているのが現状です。
一方、公費で解体できない地域の住宅や神社なども多く残っており、今後とも被災者の精神的なケアを含めボランティアの支援が必要です。
現地の状況が日々変化し、ボランティアの内容が多様化する中、天候などの変動要因もあり、ボランティアの作業内容を事前特定することはできませんが、下記のような内容が想定されます。（午前と午後、複数のボランティアに分かれる場合もあります。）
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· 事務局では、現地災害ボランティアの事務局と打ち合わせながら、支援事業を進めておりますが、災害ボランティアは、現地の社会福祉協議会やNPOなどの依頼に基づくものなので、作業内容などが毎回異なります。ご了承ください。
＜当日の行程（モデルプラン）＞
　（集合場所：JR小倉駅　北口　KMMビル前　および　黒崎駅周辺）
６時３０分　小倉駅北口発
  ６時５０分　黒崎経由（黒崎駅周辺　※詳細は参加者に別途連絡）
１０時００分　南阿蘇村・阿蘇市到着
　　　　　　　　ボランティア活動
１２時００分　昼食（※　現地の食堂やコンビニで昼食購入）
１３時００分　ボランティア活動　
１５時～１６時　ボランティア終了（その後、観光など実施）
１６時～１７時　現地発
２０時３０分　黒崎経由　小倉着
· 熱中症対策のために、水筒やペットボトルをご用意ください。
１）災害ボランティア


　　被災住宅や神社等の瓦礫撤去、仮設住宅への引っ越しの手伝い、瓦礫の分別作業、草刈作業等が中心となります。場合によっては、危険を伴う作業なので、十分な注意が必要です。
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２）農業ボランティア


　イチゴやトマトの栽培復旧作業や農家の人で不足に伴う生産品の出荷作業、畑の草刈などを行います。
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３）交流ボランティア


　　炊き出し支援など被災者との交流や断層などの被災地の見学などを行います。


　　読み聞かせ等の支援も検討しております。








